
※本医療機器は複数の一般的名称に該当します。

218ABBZX00202000 据置型デジタル式汎用Ｘ線透視診断装置［Ｘ線テレビシステム FLEXAVISION］
据置型アナログ式汎用Ｘ線診断装置※

FLEXAVISIONは（株）島津製作所の商標です。 製造販売認証番号

当院は滋賀県の湖南地域にあり中核病院として地域の方々に信頼され
る病院造りに取り組んでいます。また、第 3次救命救急指定病院に指定
され、地域の救命救急センターとして重要な役割を担っています。その
ため消化器救急疾患の搬入が多く、24 時間体制で緊急内視鏡治療に
対応しています。
内視鏡センターでは 2 台の X 線テレビ装置を検査に合わせて使い分け
ており、FLEXAVISION では画質の良さを活かし主に上部消化管の検
査と治療を行っています。具体的には、胃の精密検査や透視を必要とす
る胆道系のアプローチ、結石や黄疸、緊急の感染症である胆道感染症
や腫瘍閉塞の治療などに使用しています。検査件数ですが、最も多い
ERCP などの胆道系のアプローチが 1日 2 例程度、その他には胃ろう
増設術が週に1～2 例と、その交換が週に1～2 例程度あります。

画像がきれいで、胃の粘膜像ではその良さがわかります。精密検査時に
差が出ますね。また、ハレーションが少なく、被写体を外してもそれ程気
にならなくなりました。デジタル専用タイプを導入しているので、検査中
は撮影条件をオートにしても後で画像補正ができるため、技師がいなく
てもほとんどの検査に対応できます。　例えば、胃透視や、膵管を微妙に
見たいとか、膵管造影評価、癌の診断などでシャープな画像が欲しい場
合は撮影後に画質調整を行い、診やすいコントラストや濃度に調整しま
す。些細な違いですが、情報量はずいぶん変わります。また、同じ画像で
も何枚か濃淡をつけて出力したいという場合もあります。良い画像を得
ることは重要であり、見たいところに合わせて微調整できるデジタル画
像は非常にメリット
があります。その他に
も、診断後の画像保
管や、学会活動、研究
活動などでデータを
利用できるため便利
です。
今回、内視鏡センター
にも PACS が導入さ
れましたので、従来患

者さんへの説明用に作成していたフィルムも必要なくなりました。フィル
ム作成のコストや収納スペースはどこももうパンクしていますので、これ
からデジタル化は必須でしょう。

この装置を使用して次に感じたのは装置がコンパクトになったという点
です。以前の装置に比べ検査スペースがずいぶん広くなり、例えば内視
鏡の他にも通電装置やガイドワイヤー関係、採取管や、イレウス管の挿
入時に使用する器具など、結構な数の小道具を使用するのですが余裕
を持って置けます。
また、この装置のように天板が固定されていると患者さんへの安全性も
高いと思いますし、装置を動かしたときに周辺の機器や小道具に当たる
心配も少なくてすみます。

寝台の昇降機能はある方が便利ですね。当院は高齢の患者さんが多い
のですが、寝台を低くしてあげることで楽に乗り降りを行っていただけ
ます。また自分で寝台に乗れない方はスタッフ 2～3 人で介助しており、
寝台が低い方が乗せやすく、スタッフの負担も少なくなります。さらに、
長時間の検査や治療の時にも、医師の楽な体勢に高さを合わせること
ができいいですね。

□
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この装置は必要な本体タイプや機能を選択することができ、目的に合わ
せて多目的装置にも専用装置にもシステムを構成できるそうですが、当
センターでは内視鏡センター専用
ということで機能を絞り導入し満
足しています。現場では、多機能な
高級機が 1 台あるだけだと取り合
いになることも考えられますので、
緊急対応に備えて機能分化させ台
数を確保することも病院にとって
必要だと思います。

胃精検で差が出る高品質画像が
内視鏡センターを支援
機能を絞り専用機としても導入しやすく

RCPや胃の精密検査など
内視鏡センターでの診療を支援E

齢の患者さんやスタッフに
優しい寝台昇降機能高

用装置が複数台必要な病院にも
目的に合わせてシステム構成可能専

視鏡などの周辺機器が
置きやすいコンパクト設計内

精検時に差が出る高品質画像
デジタル処理がさらに診断を支援胃

コンパクトなうえ天板が固定されているので、診療に必要な周辺機器も室内に装備しやすく内視鏡室に最適
です。また、多くの機能から目的に合わせてシステム構成できるので、病院での専用装置として複数台必要
な場合にも導入しやすい装置です。
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